
3. 伊豆半島の成り立ち
伊豆半島は静岡県の東端部に位置し , 南へ約 50km にわたって突き出した半島である。かつ
ては南洋にあった火山島や海底火山の集まりで , プレートの北上に伴い火山活動を繰り返し
ながら本州に衝突し誕生した。プレートの動きは現在も伊豆の大地を本州に押し込み続けて
おり , 地殻変動により様々な自然環境を生み出している。

1. フィリピン海プレートにより
南方から火山島がやってくる 2. 火山島は日本列島に衝突する

3. 北へ曲がった山々ができる 4. 火山活動によって
現在の伊豆半島ができる

1. 地球の危機的状況
現在 , 地球上には , ビル , 工場 , 道路 , ダムなどが地表を埋め尽くし , 人類の活動の爪痕が ,
地球の地質や生態系に強い影響を及ぼしている . ノーベル化学賞受賞者のパウル・クルッ
ツェンは、地質学的に見て , 地球は新たな年代に突入したと述べ , これを『人新生』と名付
けているという。

2. 研究目的
静岡県賀茂郡南伊豆町の大地に点在する石切場に着目し , 人新生と呼ばれる時代における建築
を環境やエネルギーの視点から探究する。さらに具体的な設計案を通じて , 石という材料によ
る空間の魅力を再発見し , 大地や自然と共存する地域としての在り方について考える。

敷地 1　地質学的特徴のある南伊豆町
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1. 下賀茂地域周辺の表層地層図
下賀茂地域やその周辺の山中の地層は主に火
山灰などが流水や風の作用などで堆積して固
まってできた火山堆積岩類ある。軟石の凝灰
岩でこれが伊豆石に当たる。

2. 下賀茂周辺における温泉源位置図
主に川沿いには多くの温泉が存在し , 加納か
ら下賀茂にあるものを下賀茂温泉と定義され
る。この温泉は全て , 塩分濃度 1% の塩化物
泉のため , 呼吸器疾患や肌荒れに効果がある。
現在 ,110 余の源泉が有り , 噴出温度が 100 度
を超える自噴泉も 10余ある。

3. 下賀茂温泉地域周辺の植生図
200m級の低い山に囲まれており、造植林は少
なくいわゆる照葉樹林の里山である。コナラ属
のウベメガシは町のシンボル木である。

静岡県南伊豆町は、伊豆半島の最南端に位置し、山・川・海の豊かな自然環境、独特な地形、地質、温泉、文化や産業などを有する。 地質学的にみて国
際的な価値のあるサイトとして近年 , 世界ジオパークに登録されている。   当地の地質が火山性灰凝岩であること、植生が照葉樹林であること、多数の
温泉が存在することが主な特徴である。
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①弥生時代 , 南国から人類が渡来し ,
250以上の竪穴住居がある日詰遺跡を
中心に稲作や漁業を行った　.

②遺跡からは土器や矢尻 ,
勾玉などこの時代における
代表的な遺物が多く出土して
おり , これらは他地域から
仕入れたものだった . 古墳
時代には山や海を祀る祭祀
遺跡が集落の中や海岸
沿いに多く存在した　.

③古代になると , 律令制度により ,
特産品を生産し全国へ供給することが
増えた . 例として , 山や川には砂鉄や
木材が多くあるため , 製鉄が盛んになり ,
主に鶴嘴や鍬などの農具を生産し ,
平城京へ納めていた .

④江戸時代 , 徳川家康に
よってこの地域は幕府
直轄地に指定され , 江戸
への伊豆石の供給地として
発達し大正時代でピークを
迎えた .

⑤近代では温泉の開発が進み , 病人や
文学者たちが遠くから頻繁に足を運ぶ
湯治場として栄え ,さらにはその地熱を
利用した製塩業や農業を行った .

⑥現在は独特な景観を生かした
観光産業やサービス業が基幹産業
である .
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敷地 2　固有資源が生み出した他地域との関係

南伊豆町における人類の暮らしの歴史は , 弥生時代まで遡る。古来、下賀茂周辺に暮らす人々は大地や自然、
地形と密接に関わり、生業を立てた。また、東西を結ぶ海上交通路の要所に位置する海沿いの土であること
から、様々な地域との貿易が盛んで、独自の文化と活発な地域社会を維持している。

南伊豆町下賀茂温泉における地質的特徴を活かした地域再生のための空間計画 

背景　人新生における建築



調査内容　計画と身体の連続を高める実地調査

計画の前提となる基礎情報は、文献文献とジオパークガイドのガイダンスに基づく実地調査を主とする。自分の足で地形や環境を体感し場
所の経験を地形図に重ねて記述することで、実空間の特徴を掴み自身の感覚を深める「経験マップ」を描き情報を蓄積する。現地の温泉に
数次に渡り投入し、また長く滞在して計画をその場で立案するなど計画と身体の連続性を高める。
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手掛かり　町の中心地、下賀茂地域

2021 年 7月 20 日の経験マップの一部

手掛かり 2　石切場について
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昔は ,浴衣や下駄を履いて商店街を歩く客
が多かった .酒屋や射的もあり ,現在より
も随分と栄えていた .交通の不便さから ,
熱海や西伊豆に客足が取られ ,下賀茂温泉
は衰退していく .

町の至ることに湯煙が十数本立っている .
晴れの日よりも ,曇りや雨の日に見えやす
い .そのため気候や季節によって見える本
数が異なる .

山中には石切場が多く点在しているが ,
現在は崩落の危険があるため ,石切場は
活用されず放棄されているが ,一方で町
の至るところには50年以上経った現在
も伊豆石の石蔵や石像,石垣などが残る.

弥生時代から独自の発展をしてきた日
詰遺跡は掘り起こされることも少なく
現在も土器や集落跡が土中に眠ってい
る .

一般暖房用や養魚、養鶏、製塩業、温
室野菜栽培などが行われていたが
現在は温室植物栽培の下賀茂熱帯植物
園と温室野菜栽培のメロン栽培の
2件のみである。
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浴槽で水に濡れ青くなった伊豆石 ２つの掘り方
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CC’　断面図

川沿いの平地ではなく、石を切り出した山そのものに注目し、山の南側
斜面と山の内側に対照的な二つの空間を計画している。山の斜面には、
等高線に合わせるように木のような半外部の空間を計画している。まち
の風景や自然の木々、剥き出しになった岩肌などの環境を取り込んだや
わらかく、まちに広がる空間である。一方で , 山の内部は、あたかもか
つての石切場の空間のように、強く硬く象徴的な場所の固有の環境に包
まれる内向的な身体的空間である。

斜面に沿った空間の 1階は図書館と地域の食材と伝統料理
も提供するレストラン、2階は湯煙が立ち昇るテラス空間
で、温泉熱を利用した足湯や、かつて栄えていた製塩業を
復活させた製塩スペースなど、下賀茂らしさを体験できる
「下賀茂テラス」を計画する。このテラスはスパ空間への
入り口となる。これら低層部分は地域に開かれ誰もが自由
に利用できる。 3 階以上にはゲストルームを計画し、地域
に人々を広く招く。山の内部の空間は、対照的に光や風が
抜け、音が響く伊豆石の青さが際立つスパ空間である。

自然光や地熱などを利用し、環境エネルギーについても解く。川から斜面に沿って吹き上げる風を利用して、岩肌から立ち登る湯煙を上へ持ち上げ
管に通し、セットバックされた各客室へ登り窯のように煙をのぼらせ、部屋を暖める装置として機能させる。また、源泉の熱から塩作りを行い、
さらには発電を行うことで施設の電力を賄う。
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作っている様子が見える
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斜面の一部が露出することで、寄りかかり
自然を感じることができる読書スペース

奥まった洞窟のような空間

光が水へ差し込む

伊豆石の岩盤浴

町の人はここから登っていく
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今までの道のりが眺望できる

音楽が
プールに響く

町側からプールが見える

昇る湯煙を見上げるテラス

プール側から町の風景が見える

斜面に沿った引き込まれるアプローチ
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A’

A

④

⑤

⑥

一段上から湯煙が
漂っている様子が見える
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町の風景が切り取られて見える

湯煙でプライバシーが守られる
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①水に濡れ、伊豆石の青さが立つ石切場のようなスパ空間

②斜面に寄りかかり自然を感じることができる読書スペース ③洞窟に掘られた落ち着いた空間のレストラン

④湯煙を見上げ佇むテラス空間 ⑤隙間から差し込む光に塩がキラキラと反射し、石空間をより引き立てる

⑥各階のアクセスを繋ぐと共に、光や風が抜ける大階段⑦湯煙が客室階のコモンスペースのプライバシーを守る

⑧客室と客室の間から岩肌の様子が見える

⑨立ち昇る湯煙は町の風景へと溶け込み、この建築は町の新たなシンボルとなる


